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主な内容主な内容
○財政事業について
○町内会長のご紹介
○町会議員選挙結果について
○町有地の買受者を公募します
○臨時特別給付金の申請はお済ですか
○県在宅育児支援事業のご案内
○選べるマイナンバーカードの申請方法
○住まいが被害を受けたときに最初にすること
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小学校1年生給食の様子

撮影場所：生馬小学校

小学校1年生給食の様子
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今
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は

親
子
丼
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
お
味
噌
汁
で
す
。

み
な
さ
ん
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う

『
い
た
だ
き
ま
〜
す
。』



　上富田町では、町民の皆様に町財政の現況と実態をお知らせし、主要な施策についてご理解をいただく

ために、財政事情を毎年２回公表しています。

　今回の公表の内容は以下の通りです。

　　①　令和３年度一般会計の収入及び支出の状況      

　　②　令和３年度及び令和４年度の一般会計の款別予算額の状況      

　　③　令和３年度及び令和４年度の特別会計の款別予算額の状況      

　　④　一時借入金の現在高の状況      

　　⑤　投資的事業の状況      

　　⑥　町民の税負担の状況      

　　⑦　地方債の現在高の見込額の状況      

　　⑧　財産の現在高の状況      

　上記の中から抜粋し、紙面には令和３年度会計別予算執行状況を掲載します。

　なお、財政事情の詳細な内容につきましては、各掲示板に告示していますのでご覧ください。 

　［告示場所：上富田町役場、生馬・岩田・市ノ瀬の各出張所の掲示板］

　今後とも、町の財政事情をご理解いただき、ご指導と積極的なご協力をお願いします。

令和３年度 会計別予算執行状況

会　　計　　名

一 般

国 民 健 康 保 険 事 業

宅 地 造 成 事 業

宅地取得資金貸付事業

住宅新築資金貸付事業

奨 学 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業

公 共 下 水 道 事 業

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

水 道 事 業

朝 来 財 産 区

計

令和４年３月３１日現在
（単位：千円）

*予算額には、繰越額を含む。

予　算　額

7,903,434

1,957,516

149,028

142

11,410

6,147

199,370

197,473

1,684,182

349,441

866,978

5,861

13,330,982

収入済額

7,278,134

1,865,090

44,284

2,858

2,268

6,125

60,832

60,877

1,373,604

194,355

585,136

5,934

11,479,497

支出済額

5,955,090

1,920,945

134,332

140

11,296

4,334

177,379

175,085

1,451,367

344,656

560,831

3,785

10,739,240

上富田町の財政事情
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■
下
鮎
川
地
区
連
絡
協
議
会

上
　
　
地
　
小
出
　
浩
子
　
29
戸

旭
　
　
　
　
林
　
　
光
一
　
16
戸

中
　
　
央
　
田
上
　
統
士
　
15
戸

大

神

宮
　
南
田
　
政
行
　
17
戸

加
茂
団
地
　
玉
口
　
典
男
　
26
戸

■
市
ノ
瀬
地
区
連
絡
協
議
会

畑
　
　
山
　
木
村
　
義
孝
　
30
戸

下

ノ

岡
　
𠮷
田
　
隆
宏
　
101
戸

中

ノ

岡
　
田
上
　
智
士
　
66
戸

宮

ノ

尾
　
落
合
　
量
介
　
47
戸

両

平

野
　
森
　
　
　
等
　
39
戸

小
　
　
山
　
中
川
　
光
治
　
45
戸

汗
　
　
川
　
田
中
　
利
典
　
57
戸

後
　
　
代
　
池
口
　
公
二
　
80
戸

根

皆

田
　
松
井
　
孝
恵
　

115
戸

■
岩
田
地
区
連
絡
協
議
会

立
　
　
平
　
吉
田
　
裕
佳
　
66
戸

三

宝

寺
　
西
尾
　
　
誠
　
41
戸

下

田

熊
　
濱
岸
　
良
和
　
41
戸

上

田

熊
　
平
岩
　
　
晃
　
44
戸

大

坊

一
　
冨
貴
　
武
司
　
36
戸

大

坊

二
　
天
野
　
保
雄
　
63
戸

大

坊

三
　
餅
柿
　
貴
大
　
50
戸

尾
　
　
崎
　
谷
口
　
幸
男
　
48
戸

上
岩
田
一
　
岡
﨑
　
陪
生
　
33
戸

上
岩
田
二
　
宇
井
　
　
力
　
37
戸

上
岩
田
三
　
米
田
　
雅
行
　
28
戸

■
岡
地
区
連
絡
協
議
会

深
　
　
見
　
栗
山
　
光
英
　
34
戸

ひ
ば
り
ヶ
丘
　
太
田
　
章
雄
　
32
戸

元

ノ

尾
　
築
山
　
　
聖
　
38
戸

射
矢
ノ
谷
　
小
森
　
　
司
　
58
戸

中
　
　
島
　
谷
本
　
和
久
　
61
戸

県
営
岡
団
地
　
太
田
　
佑
弥
　
29
戸

ラ
・
フ
ォ
ー
レ
岡

　
杦
琴
　
章
人
　
26
戸

中
島
住
宅
　
鈴
木
か
を
る
　
15
戸

小
　
　
郷
　
射
塲
　
直
之
　
24
戸

奥
　
　
草
　
谷
本
　
治
義
　
17
戸

葛
　
　
原
　
森
　
　
　
隆
　
17
戸

岡
　
　
川
　
坂
本
　
成
司
　

8
戸

■
生
馬
地
区
連
絡
協
議
会

本
　
　
郷
　
和
田
幸
太
郎
　
93
戸

山
　
　
王
　
栗
栖
　
勝
敏
　

8
戸

生

馬

口
　
山
際
　
郁
広
　
42
戸

稗
　
　
田
　
田
中
　
和
男
　
35
戸

鳥
　
　
渕
　
出
水
　
精
一
　
26
戸

大
　
　
宮
　
辻
　
　
好
由
　

9
戸

生

馬

橋
　
尾
崎
さ
え
子
　
15
戸

中
　
　
根
　
植
本
　
　
亮
　
96
戸

救

馬

谷
　
北
條
　
哲
生
　
49
戸

■
朝
来
地
区
連
絡
協
議
会

野
　
　
田
　
鈴
木
　
孝
司
　
28
戸

不
　
　
動
　
中
本
　
良
一
　
12
戸

日
　
　
産
　
髙
垣
　
功
一
　

8
戸

岩
　
　
崎
　
山
田
　
隆
士
　
12
戸

大

内

谷
　
中
井
　
悌
示
　
28
戸

愛
　
　
和
　
谷
本
　
正
夫
　
33
戸

平
　
　
和
　
谷
端
　
　
清
　
28
戸

梅
　
　
田
　
森
下
　
将
裕
　
23
戸

学
園
団
地
　
新
野
　
晶
子
　
23
戸

睦
　
　
　
　
平
見
　
信
次
　

3
戸

駅

前

北
　
井
口
　
浩
充
　
21
戸

駅

前

南
　
秋
月
　
史
成
　
26
戸

東
　
　
　
　
榎
本
　
　
遼
　

8
戸

西
　
　
山
　
長
野
　
文
昭
　
26
戸

中
　
　
央
　
谷
本
　
匡
弘
　
32
戸

中
　
　
心
　
上
田
　
光
雄
　
26
戸

下

内

代
　
後
　
　
棟
晃
　
34
戸

旭
　
　
　
　
水
野
　
　
博
　
33
戸

●
町
内
会
と
は

　
町
内
会
と
は
、
地
域
住
民
が

親
睦
や
交
流
を
深
め
る
こ
と
で

連
帯
感
を
培
い
、
支
え
合
い
助
け

合
い
な
が
ら
、
住
み
や
す
く
暮

ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
住
民
組
織
と
し
て
、
大
変

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

●
町
内
会
の
必
要
性

　
日
頃
か
ら
、
ご
近
所
で
顔
の

見
え
る
関
係
を
つ
く
る
こ
と

で
、
災
害
が
起
こ
っ
た
時
な
ど

に
会
員
同
士
の
確
認
や
助
け
合

い
に
役
立
ち
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
安
全
・
安
心
な

環
境
を
築
く
に
は
、
日
ご
ろ
の
地

域
で
の
関
係
が
重
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。
ご
自
身
の
普
段
の
生

活
の
中
か
ら
、
気
軽
な
付
き
合

い
か
ら
始
め
て
み
て
、
協
力
し

あ
え
る
関
係
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

●
町
内
会
の
主
な
活
動

・
自
主
防
犯
活
動

（
防
犯
灯
の
維
持
管
理
・
自
主

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
）

・
自
主
防
災
活
動

（
災
害
時
に
備
え
た
自
主
防
災

組
織
の
運
営
な
ど
）

・
福
祉
活
動

（
赤
い
羽
根
共
同
募
金
・
日
本

赤
十
字
社
の
募
金
活
動
や
、
社

会
福
祉
協
議
会
の
活
動
な
ど
）

・
環
境
美
化
活
動

（
町
内
清
掃
な
ど
）

・
街
路
灯
の
維
持
管
理

（
新
規
設
置
や
電
球
の
取
り
換

え
な
ど
）

・
親
睦
活
動

（
遠
足
・
夏
祭
り
な
ど
の
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
）

・
情
報
提
供

（
町
や
県
の
広
報
紙
の
配
付
・

各
種
団
体
か
ら
の
お
知
ら
せ

の
回
覧
な
ど
）

※
町
内
会
に
よ
っ
て
、
活
動
内

容
は
異
な
り
ま
す
。

問 

上
富
田
町
町
内
会

連
合
会
事
務
局
　
振
興
課

　
　
　
　
　（
⑧
番
窓
口
）

　
☎︎ 

３
４
‐
２
３
７
０

金
　
　
屋
　
小
林
　
博
之
　
53
戸

馬
　
　
川
　
谷
地
　
義
夫
　
27
戸

六
　
　
部
　
中
北
　
和
夫
　
48
戸

六
　
　
中
　
塚
　
　
　
保
　
41
戸

六
　
　
前
　
吉
田
　
哲
夫
　
48
戸

緑

ヶ

丘
　
西
田
　
武
男
　
40
戸

観

音

台
　
平
　
　
充
広
　
90
戸

丹
田
台
団
地
　
熊
野
　
　
剛
　
60
戸

第
２
丹
田
台
団
地

　
伊
藤
　
唯
明
　
30
戸

第
２
丹
田
台
　
藪
内
　
敏
秀
　
55
戸

峠
　
　
　
　
谷
口
　
英
大
　
101
戸

鳶
　
　
野
　
植
田
　
淳
司
　
121
戸

丹

田

台
　
内
谷
　
　
慎
　
273
戸

南
紀
の
台
　
上
山
　
幸
春
　

373
戸

ひ

か

り
　
玉
置
　
章
楠
　
10
戸

新
　
　
川
　
土
永
　
正
人
　
40
戸

第
３
丹
田
台
　
嶋
岡
　
節
子
　
20
戸

ひ
だ
ま
り
　
博
多
　
厚
司
　
20
戸

パ
ブ
リ
ッ
ク
　
冨
田
　
幸
志
　
204
戸

■
大
谷
地
区
連
絡
協
議
会

は
ま
ゆ
う
　
梅
谷
　
並
希
　
61
戸

日

ノ

出
　
栗
田
　
広
和
　
19
戸

水
　
　
穂
　
橋
本
　
宮
男
　
26
戸

馬

ノ

谷
　
中
嵜
　
克
幸
　
29
戸

共
　
　
栄
　
松
井
　
光
治
　
18
戸

樫

ノ

木
　
衜
浦
　
　
学
　
33
戸

飛

曽

川
　
世
歩
　
靖
史
　
19
戸

飛
曽
川
団
地
Ａ
棟

　
萬
歳
　
章
廣
　
24
戸

飛
曽
川
団
地
Ｂ
棟

　
上
野
　
好
志
　
18
戸

飛
曽
川
団
地
Ｃ
棟

　
久
堀
美
珠
季
　
18
戸

日

ノ

丸
　
原
　
　
昭
次
　
19
戸

交
　
　
和
　
山
本
　
春
夫
　

8
戸

栄
　
　
　
　
廣
田
　
　
緑
　
20
戸

畑
　
　
　
　
森
岡
　
朝
夫
　
29
戸

あ
ら
ぼ
り
　
小
山
　
真
司
　
58
戸

水
穂
団
地
　
硲
　
　
守
生
　
26
戸

令
和
４
年
度

町
内
会
長
の
ご
紹
介

（
５
月
２
日
現
在
）

町
内
会
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
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任
期
満
了
に
伴
う
上
富
田
町

議
会
議
員
一
般
選
挙
が
、
４
月

19
日
（
火
）
に
告
示
さ
れ
、
４

月
24
日
（
日
）
に
投
開
票
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
定
数
12
名
に
対
し
立
候
補
者

は
13
名
（
現
職
９
名
、
元
職
１

名
、
新
人
３
名
）
で
、
当
選
さ

れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で

す
。

【
投
票
結
果
】

　
当
日
有
権
者
数
１
万
２
７
９

７
人

　
投
票
者
数
　
７
７
７
３
人

　
投
票
率
　
60
・
74
％

【
開
票
結
果
】

　
有
効
投
票
数
　
７
６
５
８
票

　
無
効
投
票
数
　
　
　 

115
票

【
当
選
人
】（
届
出
順
・
敬
称
略
）

　
井
渓
　
港
斗

　
谷
端
　
清

　
平
田
　
美
穗

　
家
根
谷
　
美
智
子

　
中
井
　
照
恵

　
栗
田
　
八
郎

　
山
本
　
哲
也

　
大
石
　
哲
雄

　
松
井
　
孝
恵

　
樫
木
　
正
行

　
吉
本
　
和
広

　
正
垣
　
耕
平

問 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
　

（
⑪
番
窓
口
）

☎
４
７
‐
０
５
５
０

　
和
歌
山
県
内
で
は
親
の
病
気

や
離
別
、
虐
待
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
事
情
に
よ
り
自
分
の
家
族
と

離
れ
て
暮
ら
す
子
ど
も
が
約

４
０
０
人
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
を

温
か
い
愛
情
と
正
し
い
理
解
を

持
っ
て
、
自
分
の
家
族
に
迎
え

入
れ
、
家
族
に
代
わ
っ
て
子
ど

も
を
養
育
す
る
制
度
、
そ
れ
が

「
里
親
」
で
す
。

　
関
心
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
相
談
開
所
日

　
毎
週
月
曜
日
～
土
曜
日

　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
8
時

ま
で

○
出
前
講
座

　
多
く
の
人
に
里
親
制
度
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
少

人
数
か
ら
の
「
出
前
講
座
」
も

行
っ
て
い
ま
す
。「
日
時
・
会
場
」

は
、
ご
希
望
に
応
じ
て
調
整
し

ま
す
。

○
里
親
の
種
類

○
お
問
合
せ

　
里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
ほ
っ
と

　
担
当
：
川
口
・
村
岡
・
後
藤

　
田
辺
市
城
山
台
５
‐
１

　
☎︎
０
７
３
９
‐
３
４
‐
２
７
３
５

　h
o
t@

w
fj.o

r.jp

　h
ttp

//w
w

w
.w

fj.o
r.jp

/h
o
t

　
左
記
の
町
有
地
の
買
受
者
を

公
募
し
ま
す
。

　
申
込
書
等
は
左
記
の
窓
口
で

配
付
し
ま
す
の
で
、
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
申
込
書
配
布
・
申
込
期
間

　
令
和
４
年
６
月
２
日
（
木
）

～
６
月
20
日
（
月
）

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、
書
類

審
査
及
び
抽
選
に
よ
り
売
却

者
を
決
定
し
ま
す
。

問 

建
設
課
　
管
理
班
（
⑭
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
４

　
自
衛
官
募
集
相
談
員
と
は
、

自
衛
官
志
願
者
に
関
す
る
情
報

の
提
供
及
び
自
衛
隊
地
方
協
力

本
部
が
行
う
募
集
広
報
に
対
す

る
援
助
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
町
民
の
方
々
で
す
。

　
自
衛
隊
田
辺
地
域
事
務
所
の

広
報
官
と
と
も
に
、
地
域
に
密

接
し
た
相
談
員
が
志
願
者
や
そ

の
家
族
の
方
々
へ
の
説
明
、
入

隊
後
の
支
援
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
上
富
田
町
の
相
談
員
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

　
　
秋
月
　
史
成
（
朝
来
地
区
担
当
）

山
本
　
哲
也
（
生
馬
地
区
担
当
）

※
募
集
相
談
員
が
い
な
い
地
区

等
に
つ
い
て
は
、
自
衛
隊
田

辺
地
域
事
務
所
の
広
報
官
が

同
様
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

問 

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

田
辺
地
域
事
務
所

☎
２
４
‐
６
２
１
９

里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
ほ
っ
と

に
つ
い
て

種　類 概　要

養育里親 一定期間、自分の家庭で養育する

養子縁組里親
子どもと法的な親子関係を結ぶことを
前提として養育する

専門里親
虐待や非行、障害等の理由により、専門
的な支援を必要とする子どもを養育する

親族里親 祖父母等の親族が子どもを養育する

週末里親 1日～数日間程度、子どもを家に迎える

物件（宅地） 面　積 価　格

市ノ瀬字根皆田
2504 番 60

283.07㎡ 6,940,000 円

市ノ瀬字根皆田
2504 番 61

288.07㎡ 7,060,000 円

自
衛
官
募
集
相
談
員
の

ご
紹
介

町
有
地
の
買
受
者
を
公
募
し
ま
す

上
富
田
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
が
長
期
化
す
る
中
で

生
活
の
支
援
を
行
う
た
め
、
住

民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
し

て
、
１
世
帯
あ
た
り
10
万
円
の

現
金
給
付
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
基
準
日
（
令
和
３
年
12
月
10

日
）
に
お
い
て
世
帯
全
員
の
令

和
３
年
度
分
の
住
民
税
が
非
課

税
で
あ
る
世
帯
に
は
、「
確
認

書
」
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、

ま
だ
「
確
認
書
」
を
返
送
さ
れ

て
い
な
い
方
は
、
お
早
め
に
返

送
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
基
準
日
時
点
で
他
市

町
村
に
住
所
が
あ
っ
た
場
合

は
、
申
請
書
の
提
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　
そ
の
場
合
の
ほ
か
、
令
和
３

年
１
月
以
降
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
家
計

が
急
変
し
、
住
民
税
が
非
課
税

相
当
に
な
る
と
判
定
さ
れ
る
場

合
に
は
、「
家
計
急
変
世
帯
」

と
し
て
給
付
金
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
申
請
に
は
世
帯
全
員
の

令
和
３
年
１
月
以
降
の
任
意
の

1
ヶ
月
の
収
入
（
給
与
、
事
業
、

不
動
産
、
年
金
）
が
分
か
る
書

類
が
必
要
と
な
り
、
申
請
が
必

要
で
す
。

　
申
請
書
の
請
求
や
、
不
明
な

点
等
は
、
左
記
ま
で
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

問 

福
祉
課
福
祉
班
（
⑤
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
３

　
多
子
世
帯
の
０
歳
児
を
対
象

と
し
た
在
宅
育
児
支
援
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
次
に
該
当
さ
れ
る
場
合
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
乳
児

○
町
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
こ
と

○
令
和
３
年
４
月
１
日
以
降
に

生
ま
れ
た
乳
児
で
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と

 

・
同
一
世
帯
内
の
第
３
子
以
降

　（
所
得
制
限
な
し
）

 

・
町
民
税
所
得
割
合
算
額
が
７

７
，
１
０
１
円
未
満
で
あ
る

同
一
世
帯
内
の
第
２
子

支
給
額

　
生
後
２
か
月
を
超
え
た
翌
月

か
ら
１
歳
に
な
っ
た
月
ま
で
の

期
間
を
対
象
に
、
乳
児
１
人
あ

た
り
月
額
１
５
，０
０
０
円
（
最

大
10
ヶ
月
で
15
万
円
）

支
給
要
件

　
支
給
を
受
け
る
方
に
も
要
件

が
あ
り
ま
す
。

 

・
職
場
復
帰
を
前
提
と
し
た
育

児
休
業
給
付
金
を
受
給
し
て

い
な
い
こ
と

 

・
対
象
乳
児
を
保
育
所
等
へ
入

所
さ
せ
て
い
な
い
こ
と

そ
の
他

　
こ
の
給
付
金
は
「
雑
所
得
」

と
し
て
課
税
対
象
に
な
り
ま
す

の
で
、
支
給
を
受
け
た
翌
年
に

確
定
申
告
ま
た
は
住
民
税
の
申

告
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

問 

福
祉
課
　
子
育
て
支
援
班

（
④
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
３

　
白
浜
な
ぎ
さ
ホ
ー
ム
は
、
紀

南
地
方
児
童
福
祉
施
設
組
合
で

運
営
し
て
い
る
母
子
生
活
支
援

施
設
で
す
。

　
18
歳
未
満
の
子
ど
も
を
養
育

し
て
い
る
母
子
家
庭
ま
た
は
何

ら
か
の
事
情
で
離
婚
の
届
出
が

で
き
な
い
母
子
家
庭
に
準
じ
る

家
庭
な
ど
の
女
性
が
子
ど
も
と

一
緒
に
利
用
で
き
る
施
設
で
す
。

　
居
室
を
提
供
す
る
ほ
か
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
情
で
入
所
さ
れ
た

お
母
さ
ん
と
子
ど
も
に
対
し
て

心
身
と
生
活
を
安
定
さ
せ
る
た

め
の
相
談
、
援
助
を
進
め
な
が

ら
自
立
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

福
祉
課
　
子
育
て
支
援
班

（
④
番
窓
口
）

　
　
　
☎
３
４
‐
２
３
７
３

 

母
子
生
活
支
援
施
設

『
白
浜
な
ぎ
さ
ホ
ー
ム
』の

 

ご
案
内

和
歌
山
県
在
宅
育
児

支
援
事
業
の
ご
案
内

和
歌
山
県
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
き
い
ち
ゃ
ん
」

＜令和５年 10 月１日からインボイス制度が開始されます !! ＞

　令和５年 10 月 1 日から登録を受けるためには、原則、

令和５年３月 31 日までに登録申請を行う必要があります。

　➡︎　e-Tax による早期の登録申請をお願いします。

　※　インボイス制度の説明会や動画を準備しておりますので、上記二次元コードからご確認下さい！

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る

臨
時
特
別
給
付
金
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

田辺税務署からのお知らせ

白浜なぎさホーム

【説明会へ参加】 【動画を視聴】
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●
食
べ
る
（
食
べ
物
を
か
み
砕
く
）

　
し
っ
か
り
噛
む
こ
と
が
で
き

る
と
、
食
事
を
お
い
し
く
食
べ

る
こ
と
が
で
き
、
栄
養
の
吸
収

の
助
け
に
も
な
り
ま
す
。

●
話
す

（
発
音
を
助
け
る
）

　
歯
が
そ
ろ
っ
て
い
る
と
だ
液

が
よ
く
出
て
、
明
瞭
な
発
音
で

会
話
を
楽
し
め
ま
す
。

●
表
情
を
作
る

　
よ
く
噛
む
こ
と
、
楽
し
く
話

す
こ
と
は
口
周
り
の
筋
ト
レ
に

も
な
り
、
若
々
し
い
表
情
に
な

り
ま
す
。

●
か
ら
だ
の
姿
勢
や
バ
ラ
ン
ス
を

保
つ

　
歯
が
そ
ろ
っ
て
い
る
と
噛
む

バ
ラ
ン
ス
も
よ
く
、
か
ら
だ
の

バ
ラ
ン
ス
も
保
た
れ
ま
す
。

①　

胃
腸
の
働
き
を
促
進
す
る

　
だ
液
中
の
消
化
酵
素
の
分
泌

が
促
さ
れ
、
細
か
く
か
み
砕
く

こ
と
で
胃
腸
へ
の
負
担
を
和
ら

げ
ま
す
。

②　

む
し
歯
・
歯
周
病
・
口
臭
を

予
防
す
る

　
だ
液
の
分
泌
が
増
え
、
だ
液

の
抗
菌
作
用
に
よ
っ
て
口
の
中

の
清
掃
効
果
が
高
ま
り
ま
す
。

③　

肥
満
を
防
止
す
る

　
ゆ
っ
く
り
た
く
さ
ん
噛
む
こ

と
で
満
腹
感
が
得
ら
れ
、
食
べ

過
ぎ
を
防
ぎ
ま
す
。

④　

脳
の
働
き
を
活
発
に
す
る

　
噛
む
こ
と
で
脳
へ
の
血
流
が

増
加
し
働
き
を
活
発
に
す
る
た

め
、
脳
の
若
さ
を
保
っ
て
老
化

を
防
止
し
ま
す
。

⑤　

全
身
の
体
力
の
向
上

　
よ
く
噛
め
ば
全
身
に
活
力
が
み

な
ぎ
り
、
体
力
が
向
上
し
ま
す
。

⑥　

味
覚
が
発
達
す
る

　
じ
っ
く
り
と
味
わ
う
こ
と
が

で
き
、
味
覚
が
発
達
し
ま
す
。

口
の
役
割
・
歯
の
力

よ
く
噛
む
こ
と
の

８
つ
の
効
果

　「歯と口の週間」は、歯と口の健康に関する正しい知識を皆様に知っていただき、病気の予防や

早期発見・早期治療に役立てていただくことで、健康の保持や改善することを目的としています。

　様々なストレスによって抵抗力が弱まった時には、むし歯・歯周病の悪化や口内炎が発生しやす

くなります。特に高齢の方は、口の中の汚れが原因で誤嚥性肺炎を起こす危険が高まるため注意

が必要です。

　誤嚥性肺炎とは、口の中の汚れが原因で増殖した細菌が、唾液とともに肺に流れ込んで生じる

肺炎のことです。

歯みがき・うがいなどによって口

の中を清潔にし、細菌を減らす

ことで誤嚥性肺炎の予防となり

ます。

入れ歯は食後の掃除をこまめに

行い清潔に保ちましょう。

また、就寝時には外しましょう。

だ液には口の中の汚れを洗い流

すはたらきがあります。できるだ

け水分を摂り、だ液を十分に出す

よう心がけましょう。

６月４～１０日は「歯と口の健康週間」！

口を清潔に保つには？

◎口や歯のケア ◎入れ歯 ◎水分摂取

ご えんせい
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行事名    月　日（曜） 場　　所 対　　象

育児相談 (2 か月）
6月16日(木 )

上富田町
保健センター

令和 4 年 4月生まれの方

育児相談（1歳） 令和 3年 5月生まれの方

2歳児相談 7月6日(水 ) 令和 2年 1月・ 2月生まれの方

4か月健診
7月13日(水 )

令和 4 年 3月生まれの方

10か月健診 令和3年 8月生まれの方

育児相談 (2 か月)
7月14日(木 )

令和 4 年 5月生まれの方

育児相談 (1歳 ) 令和 3年 6月生まれの方

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

介
護
・
福
祉
の
総
合
相
談
窓
口

と
し
て
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
や

そ
の
ご
家
族
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
電

話
や
窓
口
の
ほ
か
、
自
宅
へ
も

訪
問
し
ま
す
。
費
用
は
掛
か
り

ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
高
齢
者
等
介
護
者
や
す
ら
ぎ

事
業
と
は
・
・
・

　
認
知
症
な
ど
に
よ
り
徘
徊
の

お
そ
れ
の
あ
る
高
齢
者
等
に
つ

い
て
、位
置
検
索
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ

Ｐ
Ｓ
）
を
利
用
し
、
居
場
所
や

安
全
の
確
認
を
行
な
う
こ
と

で
、
介
護
者
の
介
護
上
の
負
担

や
精
神
的
負
担
の
軽
減
を
目
的

に
位
置
検
索
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｐ

Ｓ
）
利
用
の
初
期
費
用
の
一
部

補
助
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

○
初
期
費
用
の
補
助
金
額

　
上
限
　
１
万
８
千
円

※
基
本
使
用
料
等
の
月
額
使
用

料
は
自
己
負
担
で
す
。

位
置
検
索
シ
ス
テ
ム
は
カ
バ
ン
等

に
入
れ
て
携
帯
す
る
タ
イ
プ
の

他
に
も
靴
の
底
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
が
内
蔵

で
き
る
タ
イ
プ
の
も
の
も
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
申
請
方
法

　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
位
置
検
索
シ
ス
テ
ム
契

約
書
写
し
、
領
収
書
写
し
を
添

え
て
長
寿
課
（
⑩
番
窓
口
）
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

今
月
の
ひ
ょ
う
た
ん
カ
フ
ェ

　（
認
知
症
カ
フ
ェ
）　

「
認
知
症
の
方
を
介
護
す
る
家

族
の
交
流
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

介
護
者
同
士
で
色
々
と
お
話
し

ま
せ
ん
か
？

日
時
　
６
月
16
日
（
木
）

　
　
　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー
2
階

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
の
状
況
次
第
で
中
止

と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

参
加
希
望
の
場
合
は
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

長
寿
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
⑨
番
窓
口
）

☎
３
３
‐
７
３
４
０

⑦ 
発
音
が
は
っ
き
り
す
る

　
口
の
周
り
の
筋
肉
が
発
達

し
、
言
葉
の
発
音
も
は
っ
き
り

し
ま
す
。

⑧　

が
ん
を
予
防
す
る

　
だ
液
に
含
ま
れ
る
酵
素
に

は
、
食
品
中
の
発
ガ
ン
物
質
の

発
ガ
ン
性
を
抑
制
す
る
効
果
が

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
急
い
で
食
べ
な
い

　
ゆ
っ
く
り
と
味
わ
っ
て
食
べ

ま
し
ょ
う
。
食
べ
物
に
よ
っ
て

噛
み
ご
た
え
は
違
い
ま
す
。
噛

み
ご
た
え
の
あ
る
食
べ
物
は
、

ひ
と
口
３
０
回
を
目
安
に
よ
く

噛
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

●
飲
み
物
で
流
し
込
ま
な
い

　
食
べ
物
が
口
の
中
に
あ
る
時

は
、
飲
み
物
を
摂
ら
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
飲
み
物
で
流

し
込
ん
で
し
ま
う
と
、
食
べ
た

も
の
が
細
か
く
な
ら
な
い
う
ち

に
胃
に
送
ら
れ
て
し
ま
う
の
で

消
化
に
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
よ

く
噛
む
と
、
食
べ
物
が
細
か
く

な
り
、
自
然
に
飲
み
込
め
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

いただきます　人生 100 年　歯と共に
（歯と口の健康週間　令和 4年度標語）

　令和4年6月16日～令和4年7月15日

住み慣れた地域で

暮らし続けるお手伝い

地域包括支援
センター

高
齢
者
等
介
護
者
や
す
ら
ぎ

事
業
の
ご
案
内

保
健
セ
ン
タ
ー

行
事
予
定
の
お
知
ら
せ

よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
た
め
の
工
夫

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
流
行
状
況
に
よ
っ
て
は
、

予
定
が
変
更
・
中
止
に
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。
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令
和
４
年
度
の
生
涯
学
習
関

係
の
委
員
、
役
員
の
皆
さ
ま
を

ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

■
社
会
教
育
委
員

　
阿
波
　
正
子

　
幾
島
　
浩
恵

　
石
垣
　
敦
也

　
小
川
　
裕
史

　
鈴
木
　
善
平

　
田
中
　
知
恵

　
北
條
　
哲
生

　
山
本
　
　
賢

■
文
化
財
審
議
委
員
　
　
　 

　

　
岩
橋
　
幸
大

　
裏
地
　
好
晴

　
木
村
　
勝
彦

　
平
田
　
　
博

　
美
濃
　
　
明

　
宮
本
　
　
勲

■
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
　
　
　 

　
秋
月
桂
代
子

　
池
田
か
お
る
　

　
池
田
　
節
生

　
石
垣
　
敦
也

　
樫
木
　
研
二

　
田
中
　
大
三

　
玉
置
　
恭
也

　
中
西
　
美
穗

　
東
　
　
正
人

　
北
條
　
五
月

　
三
栖
　
靖
敏

　
山
本
　
和
広

■
父
母
子
ど
も
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会

会
　
長
　
　
　
鈴
木
　
　
健

副
会
長
　
　
　
林
　
絵
里
香

み
つ
わ
　
　
　
八
田
　
千
徳

Ａ
Ｒ
Ａ
　
　
　
寺
前
　
守
朗

白
　
鳩
　
　
　
中
嶋
　
啓
貴

上
　
村
　
　
　
堀
　
　
将
哉

大
　
谷
　
　
　
森
岡
　
見
州

丹
田
台
　
　
　
谷
本
　
大
将

生
　
馬
　
　
　
樫
本
祐
美
子

上
岩
田
　
　
　
雑
賀
　
亜
紀

大
坊
な
か
よ
し
　
谷
本
　
憲
司

立
平
・
三
宝
寺
　
山
下
　
桃
子

田
　
熊
　
　
　
殿
山
　
梨
那

岡
　
　
　
　
　
鈴
木
　
　
健

南
　
岸
　
　
　
林
　
絵
里
香

北
　
岸
　
　
　
瀬
田
　
里
美

下
鮎
川
　
　
　
五
味
あ
ゆ
み

生
涯
学
習
推
進
の
中
核
で
あ
り

各
公
民
館
運
営
の
中
心
と
な
ら
れ

る
運
営
委
員
に
つ
き
ま
し
て
、
今

年
度
は
左
記
の
方
々
に
決
定
し
ま

し
た
の
で
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

■
館
長
・
分
館
長

　
朝
来
公
民
館
長
　
山
崎
　
一
光

　
生
馬
公
民
館
長
　
上
羽
　
　
寛

　
岩
田
公
民
館
長
　
萩
原
　
　
進

　
市
ノ
瀬
公
民
館
長
　
関
　
貞
次
郎

　
岡
分
館
長
　
　
　
前
　
　
佳
和

　
下
鮎
川
分
館
長
　
南
田
　
政
行

■
運
営
審
議
会
委
員

　
和
田
　
明
彦

　
大
江
　
久
也

　
木
村
　
勝
彦

　
片
山
つ
ゆ
子

　
小
森
　
　
潤

　
平
田
　
　
博

　
田
上
　
順
一

　
田
中
　
利
典

■
朝
来
公
民
館（
運
営
委
員
）

丹
田
台
　
　
冨
田
理
江
子

六
部
　
　
　
沖
田
　
公
子

中
心
　
　
　
菅
根
　
　
清

下
内
代
　
　
西
脇
　
順
子

鳶
野
　
　
　
植
田
　
淳
司

水
穂
　
　
　
田
中
　
明
美

日
産
　
　
　
高
垣
　
雅
弘

学
園
団
地
　
湯
川
　
昭
雄

南
紀
の
台
　
木
村
　
政
子

　
　

″
　
　
輪
島
　
久
子

愛
和
　
　
　
寺
前
　
初
枝

　
　

″
　
　
芦
口
　
正
史

　
　

″
　
　
橋
本
　
三
穂

駅
前
北
　
　
楠
本
　
秀
夫

■
生
馬
公
民
館（
運
営
委
員
）

救
馬
谷
　
　
北
條
　
哲
生

　
　

″
　
　
樫
本
祐
美
子

　
本
郷
　
　
上
羽
　
　
寛

　
　

″
　
　
和
田
幸
太
郎

　
　

″
　
　
岡
内
　
咲
子

　
　

″
　
　
山
本
美
紀
子

　
　

″
　
　
山
本
　
哲
也

　
　

″
　
　
福
田
　
勝
也

　
生
馬
橋
　
萩
原
　
章
由

　
山
王
　
　
栗
栖
　
勝
敏

　
生
馬
口
　
片
山
つ
ゆ
子

　
　

″
　
　
吉
田
　
達
矢

　
　

″
　
　
植
本
真
理
子

　
中
根
　
　
木
村
　
勝
彦

　
　

″
　
　
吉
田
　
敏
史

　
　

″
　
　
木
村
　
孝
士

　
　

″
　
　
植
本
記
球
子

　
　

″
　
　
田
中
　
大
三

　
　

″
　
　
田
尻
　
勧
喜

　
鳥
渕
　
　
出
水
　
精
一

　
生
馬
小
　
村
田
　
昌
隆

■
岩
田
公
民
館（
運
営
委
員
）

立
平
　
　
　
濵
本
　
俊
幸

三
宝
寺
　
　
宇
津
　
大
貴

下
田
熊
　
　
神
屋
　
洋
紀

上
田
熊
　
　
岩
本
　
幸
一

大
坊
１
　
　
樫
本
　
良
太

大
坊
２
　
　
市
川
　
喜
久

大
坊
３
　
　
和
田
　
富
男

尾
崎
　
　
　
福
田
　
　
稔

上
岩
田
１
　
岡
﨑
　
陪
生

上
岩
田
２
　
矢
間
　
政
斗

上
岩
田
３
　
硲
　
　
雄
宏

深
見
　
　
　
山
本
淳
一
郎

ひ
ば
り
ヶ
丘
　
太
田
　
章
雄

元
ノ
尾
　
　
鈴
木
　
大
樹

射
矢
ノ
谷
　
池
田
　
千
秋

中
島
住
宅
　
中
井
　
純
代

小
郷
　
　
　
下
畑
　
智
則

奥
草
　
　
　
音
窪
　
克
彦

中
島
　
　
　
楠
本
　
隆
晃

葛
原
　
　
　
中
道
　
雄
大

県
営
岡
団
地
　
鈴
木
　
　
健

ラ
フ
ォ
ー
レ
岡

　
栗
田
　
広
美

岡
川
　
　
　
水
本
　
歳
万

大
坊
２
　
　
山
本
　
和
広

元
ノ
尾
　
　
石
垣
　
敦
也

三
宝
寺
　
　
小
倉
　
英
樹

元
ノ
尾
　
　
松
場
　
充
志 

元
ノ
尾
　
　
田
上
さ
よ
子

■
市
ノ
瀬
公
民
館（
運
営
委
員
）

上
地
　
　
　
中
峯
　
英
経

　
　

″
　
　
中
尾
　
純
子

旭
　
　
　
　
寺
本
江
美
子

　
　

″
　
　
五
味
　
利
旭

中
央
　
　
　
小
西
　
英
之

大
神
宮
　
　
三
栖
　
将
史

加
茂
団
地
　
三
栖
　
昌
利

中
ノ
岡
　
　
林
　
絵
里
香

　
　

″
　
　
木
村
　
忠
美

下
ノ
岡
　
　
樫
山
　
　
巧

　
　

″
　
　
吉
田
　
隆
宏

両
平
野
　
　
山
本
　
睦
照

　
　

″
　
　
田
ノ
瀬
充
弘

小
山
　
　
　
中
戸
川
恵
子

汗
川
　
　
　
池
田
　
節
生

後
代
　
　
　
中
田
　
博
昭

根
皆
田
　
　
三
栖
　
博
明

　
　

″
　
　
三
栖
由
美
子

　
　

″
　
　
松
井
　
孝
恵

　
　

″
　
　
前
田
　
拓
也

宮
ノ
尾
　
　
落
合
　
量
介

　
　

″
　
　
中
川
　
智
史

令和４年度

公
民
館
役
員
・
運
営
委
員

の
ご
紹
介

令
和
４
年
度
社
会
教
育
関
係
諸
団
体

役
員
等
紹
介
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杖
借
り
て
さ
つ
き
の
寺
や
百
余
段

達
磨
寺
御
池
ぐ
る
り
と
花
筏

背
戸
山
に
水
瓶
三
つ
青
葉
風

や
ま
が
ら
や
く
る
り
く
る
り
と
Ｅ
難
度

割
算
で
割
り
き
れ
ぬ
解
春
嵐

ト
ラ
ク
タ
ー
を
す
る
り
と
交
は
す
蝌
蚪
の
紐

迷
ひ
来
し
科
な
き
百
足
殺
め
た
り

七
つ
子
の
う
す
い
え
ん
ど
う
大
家
族

選
挙
カ
ー
去
り
た
ち
ま
ち
の
夕
蛙

木
村
　
圀
夫

柳
原
　
紘
一

初
山
　
紀
子

し 

ち 

べ 

え

松
井
　
孝
恵

田
中
　
利
典

安
室
　
瑳
枝

北
條
　
容
子

森
　
　
京
子

腹
づ
つ
み
竹
の
子
も
ら
い
ち
ら
し
寿
司
皿
に
大
盛
仏
様
に
も稗

田
　
満
代

王
子
社
や
太
古
の
風
音
大
賀
蓮
行
き
交
う
人
も
や
が
て
旅
人市

ノ
瀬
夢
芝
居

（
投
稿
歓
迎
）

富
田
川
歌
壇

（
投
稿
歓
迎
）

中
学
生
と
な
り
、
部
活
や
定

期
テ
ス
ト
な
ど
、
新
体
験
を
く

り
返
し
、
い
つ
の
間
に
か
最
高

学
年
に
な
っ
て
い
た
。
マ
ス
ク

を
す
る
生
活
が
当
た
り
前
と

な
っ
て
二
年
ほ
ど
が
経
ち
、
中

学
三
年
生
に
な
っ
た
今
、
頑
張

り
た
い
こ
と
が
あ
る
。

一
つ
目
は
勉
強
だ
。

「
定
期
テ
ス
ト
点
数
が
一
年

生
の
頃
よ
り
も
下
が
っ
た
」

こ
れ
は
、
学
習
内
容
が
難
し

く
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
私

自
身
、
テ
ス
ト
へ
の
勉
強
を
以

前
よ
り
し
な
く
な
っ
た
の
が
原

因
だ
と
考
え
る
。
一
年
生
の
頃

は
ま
だ
固
く
、
中
学
校
生
活
そ

の
も
の
に
ま
だ
緊
張
し
て
い
た

ん
だ
と
思
う
。
し
か
し
、
二
年

生
に
上
が
る
と
一
気
に
緊
張
が

解
け
、
勉
強
に
集
中
す
る
こ
と

が
少
な
く
な
っ
て
い
き
、
今
に

至
る
。
こ
の
状
況
で
は
、
受

験
勉
強
が
は
か
ど
ら
な
い
だ
ろ

う
。
こ
れ
で
は
だ
め
な
の
で
は

な
い
か
。
私
は
そ
う
思
い
、
今

年
は
こ
れ
ら
を
意
識
す
る
こ
と

に
す
る
。
ま
ず
、
普
段
か
ら
の

授
業
に
真
剣
に
取
り
組
み
、
家

で
予
習
、
復
習
を
す
る
こ
と
だ
。

次
に
中
学
校
で
習
っ
た
こ
と

全
体
の
復
習
を
定
期
的
に
す
る

と
い
う
こ
と
だ
。
こ
れ
は
一
学

期
の
間
に
や
ろ
う
と
思
う
。
そ

し
て
、
夏
休
み
に
し
っ
か
り
と

本
格
的
に
受
験
勉
強
を
し
て
い

き
た
い
。
そ
れ
か
ら
、
漢
検
や

英
検
な
ど
の
検
定
を
積
極
的
に

受
け
た
い
。
資
格
を
持
っ
て
い

れ
ば
受
験
で
プ
ラ
ス
点
に
な
る

し
、
何
よ
り
難
し
い
こ
と
を
学

ぶ
こ
と
は
い
い
経
験
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。

二
つ
目
は
部
活
だ
。
夏
の
大

会
ま
で
あ
と
数
か
月
し
か
な

く
、
中
学
で
の
部
活
が
あ
と
少

し
で
終
わ
る
と
思
う
と
、
嬉
し

い
よ
う
で
悲
し
く
思
え
る
。
三

年
間
頑
張
っ
て
き
た
も
の
を
辞

め
て
し
ま
う
の
は
寂
し
い
と
思

う
。
夏
の
大
会
は
い
い
思
い
出

に
し
た
い
の
で
、
一
回
戦
突
破

を
目
標
に
し
た
い
。
そ
の
た
め

に
、
普
段
か
ら
練
習
に
よ
り
真

剣
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
事
だ

と
思
っ
た
。
そ
し
て
、
自
分
よ

り
強
い
人
の
ま
ね
を
し
て
み
た

り
、
先
生
に
コ
ツ
を
聞
い
て
み

た
り
し
て
少
し
で
も
上
達
し
た

い
と
感
じ
た
。

三
つ
目
は
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト

と
の
こ
と
だ
。
実
は
ま
だ
話
し

た
こ
と
が
な
い
人
も
い
る
の

で
、
み
ん
な
と
仲
良
く
な
り
た

い
と
思
う
。
せ
っ
か
く
三
年
生

で
最
後
な
の
だ
か
ら
い
い
思
い

出
に
し
た
い
と
思
う
。
ま
ず

は
、
体
育
祭
だ
。
自
分
た
ち
で

ダ
ン
ス
を
考
え
る
の
は
楽
し
そ

う
だ
と
思
う
。
次
に
修
学
旅
行

だ
。
み
ん
な
と
県
外
に
行
く
の

は
、
す
ご
く
楽
し
い
と
想
像
で

き
る
。
テ
ー
マ
パ
ー
ク
で
は
、

ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
に
乗
っ

て
叫
び
た
い
。
バ
ス
移
動
の
中

で
さ
え
楽
し
い
の
だ
ろ
う
。
み

ん
な
と
の
い
い
思
い
出
を
作
り

た
い
。

と
に
か
く
、
中
学
三
年
生
は
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
頑
張
っ

て
、
い
い
年
に
し
た
い
と
思
う
。

『
中
学
三
年
生
に
な
っ
て
』

　
　

上
富
田
中
学
校　

三
年　

嶝　

陽
菜

　
広
報
５
月
号
９
ペ
ー
ジ
「
富
田
川
俳
壇
」
の
中
で
、
次
の
間
違
い
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

Ｐ
７
　
富
田
川
俳
壇

【
誤
】
日
欠
け
て
ゆ
く
よ
桜
は
満
開
に
　
　
　 

中
井
　
文
子

【
正
】
月
欠
け
て
ゆ
く
よ
桜
は
満
開
に
　
　
　 

中
井
　
文
子

お
詫
び
と
訂
正
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公民館からのお知らせ

市ノ瀬公民館岩田公民館

女性の研修旅行～紀の川市の歴史と文化～
（粉河寺・古民家カフェ・青洲の郷・桃狩り）

問 岩田公民館 ☎47-2020

問 朝来公民館 ☎47-0545

問 市ノ瀬公民館　☎48-0366

７月２日（土）

午前８時～午後５時

１３名（先着） 

２，０００円（昼食代等・当日集金） 

市ノ瀬・下鮎川在住の方

６月１３日（月）～６月１７日（金）

町内の方

６月２０日（月）～６月２４日（金）

下記へ電話でお申し込みください。

感染症拡大防止のため、検温を

し、　マスクを着用してご参加くだ

さい。また、状況により延期になる

場合があります。

日 時

定 員

参 加 費

申込期間

　　　　

　　　　

申込方法

そ の 他

◆

◆

◆

◆

◆

◆

ジオパークめぐり 参加者募集

朝来公民館

浴衣着付け教室

７月６日（水）午前９時～午後４時30分

岩田公民館 

滝の拝（古座川町）、橋杭岩（串本

町）、宇久井ビジターセンター（那智

勝浦町）

300円（保険代等・当日集金）

※昼食・飲み物は各自ご持参ください。

11名（先着順） 

日 時

集 合

行き先

参加費

定 員

◆

◆

◆

◆

◆

①６月２２日（水）、２９日（水）午後７時～９時

②７月 ６日（水）、２０日（水）午後７時～９時

①「ひとりで着れるもん！」

②「私、着付けてあげられるよ！」

朝来公民館

輪島　久子　氏

無料 

各10名（先着順）

浴衣と小物一式

日 時

内 容

場 所

講 師

参加費

定 員

準備物

◆

　

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆申込期間

　岩田・岡在住の方　６月13日（月）～７月１日（金）

　町内の方　　　　　６月20日（月）～７月１日（金）

　いずれも平日、午前８時30分～午後４時15分

※電話または直接岩田公民館にお申し込みください。

◆その他　

◆申込期間

　朝来・岩崎・南紀の台在住の方

　　６月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1日（水）～６月10日（金）

　町内の方

　　６月11日（土）～６月15日（水）

　木・日曜日を除く午前９時～午後４時

※電話または直接朝来公民館にお申し込みください。

◆その他　

新型コロナウイルス感染拡大防止

のため、検温をし、マスクを着用して

ご参加ください。また、状況により

延期になる場合があります。　

新型コロナウイルス感染拡大防止

のため、検温をし、マスクを着用して

ご参加ください。また、状況により

延期になる場合があります。　

問 朝来公民館 ☎47-0545

第１回料理教室
【誰でもできるお弁当作り】

６月24日（金）午後7時～9時

朝来公民館

津葉井　真紀　氏

500円（当日集金） 

16名（先着順）

マスク、エプロン、三角巾、手拭きタ

オル、弁当箱（形・大きさは自由）

日 時

場 所

講 師

参加費

定 員

準備物

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆申込期間

　朝来・岩崎・南紀の台在住の方

　　６月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1日（水）～６月10日（金）

　町内の方

　　６月11日（土）～６月15日（水）

　木・日曜日を除く午前９時～午後４時

※電話または直接朝来公民館にお申し込みください。

◆その他　新型コロナウイルス感染拡大防止

のため、検温をし、マスクを着用して

ご参加ください。また、状況により

延期になる場合があります。　

-9--10-



図書館よりお知らせ

上富田町立図書館 ☎ ４７-１７９０問

今月のベストテン

1.

2.

　3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

マスカレード・ゲーム

同志少女よ、敵を撃て

もう一度、歩きだすために 大人の流儀11

剣持麗子のワンナイト推理

六人の嘘つきな大学生　　

赤と青とエスキース      

正欲　　　　　　　　　　

老いの福袋　            

香君（上）西から来た少女

香君（下）遥かな道　　　

 

東野　圭吾　

逢坂　冬馬 　

伊集院　静　

新川　帆立　

浅倉　秋成　

青山　美智子

朝井　リョウ

樋口　恵子

上橋　菜穂子

上橋　菜穂子

集英社

早川書房

講談社

宝島社

KADOKAWA

PHP研究所

新潮社

中央公論新社

文藝春秋

文藝春秋

「医学はサイエンスに

支えられたアートであ

る」医師ウィリアム・オ

スラーの言葉から始ま

る本書は日々当たり前

に生活している自分の

体がよく考えられた機

能を持つすごい人体で

あり、また宇宙のように未知であることを教えてく

れます。

『すばらしい人体』

山本　健人/著

ダイヤモンド社

　
生
活
保
護
世
帯
ま
た
は
生
活

保
護
に
準
じ
た
保
護
が
必
要
な

世
帯
の
児
童
生
徒
に
対
し
、
一

定
の
援
助
を
行
う
支
援
制
度
と

し
て
、
要
保
護
・
準
要
保
護
児

童
生
徒
就
学
援
助
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　
お
困
り
の
方
は
お
子
様
が
通

わ
れ
て
い
る
学
校
ま
た
は
教
育

委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問 　
生
馬
小
学
校

　
４
７
‐
０
１
２
６

　
朝
来
小
学
校

　
４
７
‐
０
０
４
０

　
岩
田
小
学
校

　
４
７
‐
２
１
２
０

　
岡
小
学
校　

４
７
‐
２
０
２
７

　
市
ノ
瀬
小
学
校

　
４
８
‐
０
３
３
４

　
上
富
田
中
学
校

　
４
７
‐
０
０
５
３

　
教
育
委
員
会
事
務
局

　
４
７
‐
５
９
３
０

就
学
援
助
に
つ
い
て

龍
松
山
城
跡
・
坂
本
付
城
跡

解
説
・
誘
導
板
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
し
ま
し
た

　
上
富
田
町
市
ノ
瀬
に
城
跡
が

残
る
龍
松
山
城
・
坂
本
付
城
は
、

上
富
田
町
を
中
心
に
勢
力
を
伸

ば
し
た
室
町
幕
府
奉
公
衆
山
本

氏
が
本
拠
・
居
城
と
し
て
使
用

し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

龍
松
山
城
跡
は
令
和
３
年
４
月

に
県
指
定
文
化
財
に
登
録
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
度
両
城
跡
地
に
新
し
い

解
説
板
を
設
置
し
ま
し
た
。
城

の
特
徴
や
構
造
、
発
掘
調
査
で

見
つ
か
っ
た
遺
物
な
ど
に
つ
い

て
説
明
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

両
城
跡
に
向
か
う
道
中
５
か
所

に
誘
導
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

ぜ
ひ
両
城
跡
に
足
を
運
ん
で
当

時
の
雰
囲
気
を
想
像
し
て
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

　
更
に
、
山
本
氏
と
両
城
に
つ

い
て
よ
り
詳
し
く
知
る
こ
と
が

で
き
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

し
ま
し
た
。
両
城
に
つ
い
て
だ

け
で
な
く
、
近
隣
の
関
連
城
館

に
つ
い
て
も
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
お
手
に
取
っ
て
ご

覧
く
だ
さ
い
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

は
上
富
田
文
化
会
館
、
各
公
民

館
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

問 

上
富
田
町
教
育
委
員
会
事
務
局

☎
４
７
‐
５
９
３
０
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―　漢詩人 ―　髙 橋 藍 川

　髙橋藍
らんせん

川という人物をご存じでしょうか。今回は、漢

詩人 髙橋藍川について紹介します。

１）一枚の写真から

　岩田の稲田太門氏に見せていただいた写真です。

　岩田出身の有名な画家 稲田米花氏61歳の時に撮られ

た集合写真ですが、実に興味深い方々が写っています。

　前列右から二人目の膝にお子さん（孫）を乗せてい

るのが稲田米花氏、その横で赤ん坊（太門氏)を抱い

ているのが米花氏の夫人です。その横で男の子（米花

氏の孫）を膝に乗せているのが髙橋藍川氏です。二列

目右から二人目が岩橋笑巖氏（当時三宝寺住職）、そ

の横(米花夫人の後ろ)が田辺市出身の有名な書家 水

本愛堂氏です。

　太門氏によれば、このグループのメンバーから見て、

絵画というより漢詩にかかわるグループだろうというこ

とです。「水本愛堂作品集」（青童社）を読んでみると、

水本愛堂氏は「書を炭
すみやまなんぼく

山南木先生に師事し詩法を髙

橋藍川先生に学ぶ」と書かれているので、この写真は当

時の漢詩のグループで間違いないかと思われます。

２）漢詩とは

　髙橋藍川の紹介の前に、漢詩について少しおさらい

をしておきたいと思います。俳句や短歌などは比較的

身近に感じますが、漢詩というのは普段なかなか目に

しません。

　しかし、調べて

みますと日本中の

中学生が国語の

時間に漢詩を習っ

ているのです。教

材として多 いの

は、中国の唐時代

の詩人 孟
もうこうねん

浩然（689～740）の書かれた表記の漢詩で

す。一句が五字で、四句からなる五言絶句の漢詩とい

うことです。

３）髙橋藍川について

　髙橋藍川は、明治39年（1906）西牟婁郡鮎川村加茂

（現上富田町下鮎川）、成道寺住職芸
うんれい

霊和尚の嫡男と

して生まれました。名を宗雄、僧名 泰堂、号を藍川と

いいました。

　大正15年に田辺中学校を卒業後、京都相国寺、名古

屋徳源寺僧堂にて禅の修行をし、昭和３年末に地元に

戻り、昭和４年３月に第十世成道寺住職となりました。

その頃から作詩を本格的に再開し、昭和６年には日本

唯一の漢詩月刊誌「漢詩春秋」に入会し頭角を現して

いきます。

　昭和15年には紀南地方に

黒
こくちょうぎんしゃ

潮吟社を創立し、月刊誌

「黒潮集」を創刊します。この

月刊誌は、この後昭和61年ま

で続きました。

　ちなみに「藍川」という号

は、目良湛一郎氏は「藍川髙

橋泰堂伝」で「出身地名鮎川

から植物名をとり藍川と呼ぶこ

とにしたのであった」と書いており、岩橋笑巖氏は「藍

川さんの思い出」の中で「…詩人としての雅号をつけ

る際、生地の鮎川と同一訓の藍を取って自分で藍川と

名づけたといつも言っておられた」と書いています。結

局、ふるさと鮎川の鮎を藍に変えて藍
あいかわ

川と書き「らん

せん」と読むようにしたようです。 

　髙橋藍川は、昭和61年に享年80歳で逝去しますが、

著書も「破禅集」「藍川百絶」「藍川百律」「藍川三体

詩」など多数出版されています。

　また、平成14年に息子の髙橋黙堂氏が「藍川遺稿

羈
き

旅
りょ

集」を発行しています。藍川が数多く漫遊した地

で作詩したものが集められています。藍川は、長年の

功績により、和歌山県文化功労賞（昭和51年）、京都

妙心寺宗門文化賞（昭和51年）、勲五等瑞宝章（昭和

52年）を受賞されています。

４）髙橋藍川の詩碑について

　藍川の詩碑を少し紹介しておきます。一番近くで

は、成道寺（下鮎川）境内に昭和52年に建てられたも

のがあります。

　また、すさみ町江住地区には2か所に詩碑が建てら

れています。一つは「日本童謡の園公園」駐車場近く、

もう一つは江須崎の入り口、春日神社の大きな鳥居を

くぐれば、すぐ右手に詩碑があります。

  遠く離れた香川県の観音寺市琴弾公園内では、銭形

砂絵を望む山頂展望台の一角にも藍川の詩碑が建て

られています。

上富田町の文化財　　人物編24

（昭和２６年２月　稲田米花邸での集合写真）

 「黒潮集」の表紙
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笠松エミコ作品展  ～油絵展・押し花展～ 『上富田町郷土資料館』の紹介 ⑬

　仕事仕事の明け暮れの毎日であったが、退職後は

もともと趣味であったソーイングや手芸を始めた。

　タンスに眠っている着物を使ってワンピースやス

カート、ガウチョパンツ等々。

　ご存知のように反物は幅約37センチに織られてい

るので、洋服に作りなおすには四苦八苦することも

あった。ウール地や絹物、木綿地等の特徴や柄、裄
ゆき

を最大限に活かす工夫が何よりも面白かった。

　共通の趣味を持つ古くからの友達と「ああでもない

こうでもない」とアイデアを出し合うのも楽しみの一

つであった。時には出来上がった物を持ち寄って二人

でファッションショーもどきをして、その可
お か

笑しさに

笑い転げ回ったこともあった。

　ある時その友が「どくだみ」を摘みに行こうと言

う。どうするのかと問うと、摘んできたどくだみを水で

きれいに洗って、10本位の束にして竿やロープに掛け

て陰干し（天日干しでも良い）にする。手で握るとジャ

リジャリと音をたてて折れるくらいになるまで何日も

干して乾燥させる。

それを煎じてお茶

代わりに飲んでいる

と言う。ローション

を作る人もいると聞

く。

　調べてみるとど

くだみは、利尿、便

通、高血圧予防にも

なるとあった。体調

に少々の不安を持ち

始めた私は、一も二も無く連れて行ってもらった。袋

がパンパンになる位詰め込んで持ち帰った。友は洗っ

て束ねて干してと軽く言っていたが、なかなか大変な

作業で慣れない私はどくだみと格闘した。梅雨空の下

どくだみ摘みは二人の楽しい年中行事となった。

　白い追憶－そんな素敵な花言葉があるそうです。

「どくだみ」のことです。

　「終の棲家」として移住して来たこの地で今度は誰

かさんと、みんな一緒に体調を考えたり、自分に合っ

た服作り等の気まま談議に花を咲かせたい。

　－為せば成る、為さねば成らぬ何事も、成らぬは人

の為さぬなりけり－　上杉鷹
ようざん

山（私の好きな言葉）

岩田　 上
う え や ま

山　木
ゆ う こ

綿子

　終 の 棲 家

〈生きがいを求めて　 〉２１０

南紀の台にお住まいの笠松エミコさんによる作品

をロビー展示しています。

5月中は「ふるさとと花」と題して油絵を展示しまし

たが、6月は「押し花」を展示します。

今回は、二階の「衣・食・住コーナー」に展示してい

る「火
ひ ば ち

鉢」を紹介します。

主に、陶器で

で き た 入 れ 物

（植木鉢の大き

いようなもの）の

中に八分目ぐら

いまで灰を入れ、

その上に炭火を

入れて暖房にし

ました。また、そ

の炭火を利用し

て餅を焼いたり、やかんをのせておいて湯を沸かした

りしました。

当時は、電気ストーブなどが普及していなかったの

で、ほとんどの家には火鉢があったのではないでしょ

うか。炭火の上の方に手をあてて暖をとりますが、火

力的には部屋全体を暖めるようなものではありません

でした。また、毎朝、炭火を起こすのが大変でした。

昭和３０年代にはまだ火鉢があったように思いま

す。小学生の頃に、教室の後ろに置かれていたような

記憶があります。

問 上富田町教育委員会事務局　☎47-5930

期　間　　6月30日（木）までの平日

　　　　　午前8時30分～午後5時15分まで

場　所　　上富田文化会館　ロビー

問 上富田町教育委員会事務局 ☎47-5930

5 月展示の油絵展の様子
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住民課　住民・環境班（①番窓口）☎47－0550問

選べるマイナンバーカードの申請方法選べるマイナンバーカードの申請方法
郵送・オンラインで申請

自宅から簡単に申請できます！

後日、役場でカードをお渡しします。

郵送

３人に１人がマイナンバーカードを持っています

マイナンバーカード
申請・交付・更新の
夜間窓口を開設

マイナンバーカードの交付率

令和4年4月末時点

上富田町 34.1％（5,315枚）
交付申請書を
用意してください

1

役場の窓口で申請

カードを自宅で受け取ることもできます！

2  本人の来庁が必要です
 カード用の写真を
 無料で撮影します！

申請書に必要事項を記入する。６カ月以内に撮影した顔写真を貼り付けて
郵送し、申請完了。

　準備が整い次第、申請者に交付通知書を送付します。交付通知書に記載さ
れている必要書類を持参し、役場でカードを受け取ってください。
※ 原則申請者本人の来庁が必要です。夜間窓口も開設しています！

◆日時
　毎週木曜日午後７時まで
　6月 2日、 9日、 
　　16日、23日、30日
◆場所
　住民課①番窓口
◆業務内容
　カードの申請サポート、
カードの交付、電子証明書
の更新、暗証番号の初期化
など

　住所異動の手続きや各種
証明書の発行等は行えませ
んのでご注意ください。カー
ドの受け取りや電子証明書
の更新は、ご自宅に届いた
通知をご確認ください。

スマートフォン・パソコン
①申請用WEBサイトでメールアドレスを登録する。
　スマホの場合は、交付申請書のＱＲコードを使用してください。
②申請者用ＷＥＢサイトのＵＲＬが届いたら、スマホやカメラで撮影した　
顔写真を登録、必要事項を入力して申請完了。

　窓口で交付申請をする方は、申請時に次の書類を持参すれば、受取方法を郵送に変更できます。
①通知カード　②本人確認書類　顔写真付き１点または顔写真なし２点、通知カードを紛失された方は本人確
認書類２点　※うち１点は顔写真付き　③住民基本台帳カード（お持ちの方のみ）
　15歳未満の人、成年被後見人は必ず法定代理人が同行してください。上記に加え、次の書類が必要です。
①法定代理人の本人確認書類　②代理権が確認できるもの（戸籍謄本等、同一世帯の親は不要） 
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佐
野
　
駿
秀
　
朝
　
　
来

吉
岡
め
ぐ
み
　
生
　
　
馬

｛

橋
本
　
飛
翔
　
朝
　
　
来

谷
口
　
綾
香
　
朝
　
　
来

｛

ご
結
婚

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

推
進
標
語

  

『
一
連
の

　
　
　 

確
か
な
所
作
で

　
　
　
　
　
　
　
無
災
害
』　

■
危
険
物
と
は

　
消
防
法
で
は
、
ガ
ソ
リ
ン
、

灯
油
、
軽
油
、
シ
ン
ナ
ー
、
オ

イ
ル
及
び
油
性
塗
料
な
ど
を

「
危
険
物｣

と
し
て
指
定
し
て

お
り
、
一
定
数
量
以
上
の
危
険

物
は
、
要
件
を
満
た
す
危
険
物

施
設
以
外
の
場
所
で
は
貯
蔵
し

た
り
、
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

■
危
険
性
に
つ
い
て

　
危
険
物
の
中
で
も
ガ
ソ
リ
ン

や
シ
ン
ナ
ー
は
特
に
危
険
で
、

引
火
点
が
常
温
よ
り
も
低
い
た

め
、
引
火
性
が
強
く
、
ち
ょ
っ

と
し
た
火
源
（
静
電
気
、
衝
撃

の
火
花
な
ど
）
で
も
容
易
に
着

火
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

■
セ
ル
フ
式
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

　

  

で
の
注
意
点

　
給
油
前
に
は
必
ず
「
静
電
気

除
去
シ
ー
ト
」
に
触
れ
て
か
ら
給

油
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
利

用
客
が
自
ら
ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油

を
携
行
缶
に
注
入
す
る
こ
と
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
従
業
員

に
注
入
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

■
携
行
缶
の
扱
い
方

①
静
電
気
や
火
の
気
が
あ
る
と

こ
ろ
は
避
け
る
こ
と
。

②
風
通
し
が
よ
く
、
日
光
が
当
た

ら
な
い
と
こ
ろ
に
置
く
こ
と
。

③
多
量
に
保
管
し
な
い
こ
と
。

④
危
険
物
の
性
状
に
応
じ
た
容

器
に
保
管
す
る
こ
と
。

⑤
蓋
を
し
っ
か
り
閉
め
る
こ
と
。

⑥
給
油
す
る
時
は
、
機
械
等
を

停
止
さ
せ
、
携
行
缶
の
エ
ア

抜
き
を
行
な
う
こ
と
。

※
緊
急
時
（
火
災
・
救
急
・
救
助
）

は
、
局
番
な
し
の
１
１
９
番

お
問
い
合
わ
せ
は
、

田
辺
消
防
署
上
富
田
分
署

　
　
　
４
７
‐
０
１
１
９
番
へ

お
誕
生

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
く
や
み

申
し
上
げ
ま
す

上
富
田
町
届
出
（
4
月
分
）

朝

来

朝

来

生

馬

朝

来

生

馬

朝

来

岩
本
ス
ガ
子

本
　
章
市

中
川
喜
惠
子

小
硲
　
伸
枝

清
水
　
良
三

坂
本
日
出
男

84
歳

87
歳

67
歳

98
歳

72
歳

83
歳

（
貴
稔
・
里
紗
）

（
博
文
・
冴
夏
）

（
計
明
・
奈
央
）

（
大
輔
・
愛
）

（
司
・
真
弥
）　

（
聖
・
美
里
）　

市
ノ
瀬

上
富
田
町

上
富
田
町

岡
上
富
田
町

上
富
田
町

栗く
り
や
ま山

　
陽は
る
ひ光

新あ
ら
い井

　
結ゆ
ず
き稀

羽は
た
け竹

　
　
玲れ
い

三み
き木
い
ち
は

宮み
や
ざ
き﨑

　
弥や
え慧

山や
ま
も
と本

　
碧そ
ら空

上富田町の人口と世帯数
令和4年 4月末現在

前月比
総 数 15,649 人 +46

男 性 7,495 +27

女 性 8,154 +19

世帯数 7,388 +38

　
職
業
に
つ
い
て
相
談
し
た
い

方
、
雇
用
保
険
受
給
中
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
　

　
６
月
13
日
（
月
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

◆
場
所
　

　
大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局
企
画
産
業
課

☎ 

２
６
‐
７
９
４
７

　「
生
活
の
こ
と
」「
仕
事
の
こ

と
」
に
つ
い
て
、
お
悩
み
の
方
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
　

　
６
月
21
日
（
火
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

◆
場
所
　

　
大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局
総
務
健
康
安
全
課

☎ 

２
６
‐
７
９
３
１

　
６
月
中
頃
、
令
和
４
年
度
町

県
民
税
（
住
民
税
）
の
課
税
対

象
者
へ
税
額
決
定
通
知
を
発
送

し
ま
す
。

　
お
手
元
へ
届
き
ま
し
た
ら
確

認
し
、
納
税
へ
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
非
課
税
の
方
へ
は
税
額
決
定

　
通
知
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

問 

税
務
課
　
課
税
班（

⑥
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
１

巡
回
職
業
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

町
県
民
税
（
住
民
税
）
の

　
税
額
決
定
通
知
に
つ
い
て

生
活
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

◆
税
目
　
　

　
町
県
民
税
（
第
１
期
）

◆
納
期
限
　

　
６
月
30
日
（
木
）

※
納
期
が
過
ぎ
て
も
納
付
が
確

認
で
き
な
か
っ
た
時
は
、
督

促
手
数
料
お
よ
び
延
滞
金
が

か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

納
税
は
お
早
め
に
。

問 

税
務
課 

収
納
班（

⑥
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
１

今
月
の
納
税

危
険
物
安
全
週
間

　

６
月
６
日
（
月
）
か
ら
12
日

（
日
）
ま
で
の
一
週
間
は
危
険

物
安
全
週
間
で
す
。
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広
報
か
み
と
ん
だ

N
o.652

編
集 

発
行

和
歌
山
県
西
牟
婁
郡
上
富
田
町
朝
来
7
6
3
番
地 

上
富
田
町
役
場

電
話 
0
7
3
9-

4
7-

0
5
5
0（
代
表
）
F
A
X 

0
7
3
9-

4
7-

4
0
0
5

　
３
月
３
日
に
、
生
馬
小
学
校

の
６
年
生
が
、
和
歌
山
県
土
砂

災
害
啓
発
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
土

砂
災
害
に
つ
い
て
の
授
業
を
受

け
ま
し
た
。

　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
大
切
さ

を
知
る
こ
と
や
、
危
な
い
と
こ

ろ
を
日
頃
か
ら
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

内
容
に
な
っ
て
お
り
、
和
歌
山

工
業
高
等
専
門
学
校
の
生
徒
さ

ん
が
製
作
し
た
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト

「
Ｒ
Ｐ
Ｇ  

命
を
守
る
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
を
使
っ
て
プ
レ
イ
し

た
り
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
上

富
田
町
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
利

用
し
た
学
習
も
行
い
ま
し
た
。

　
授
業
を
受
け
た
６
年
生
か
ら

は
、「
も
の
す
ご
く
楽
し
く
わ
か

り
や
す
い
ゲ
ー
ム
で
し
た
。
映

像
も
あ
っ
て
わ
か
り
や
す
か
っ

た
。」「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
確

認
し
て
お
こ
う
と
思
っ
た
。」

「
避
難
先
な
ど
を
家
族
と
話
し

合
っ
て
お
こ
う
と
思
っ
た
。」

な
ど
の
感
想
が
あ
り
、
有
意
義

な
授
業
と
な
り
ま
し
た
。

― 
生
馬
小
学
校 

―

防
災
学
習
を
開
催
し
ま
し
た

防災学習の様子（生馬小学校 6 年生）


